
２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
二
号
に
掲
げ
る
書

類
に
つ
い
て
は
、
既
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
当
該
書
類
の
内
容
に
変
更
が
な
い
と
き
は
、

当
該
書
類
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

変
更
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
計
画
が
法
第
四
十
三
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
七
第
一
項

の
許
可
を
受
け
た
と
こ
ろ
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
た
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を

説
明
し
た
書
類

﹇
号
を
加
え
る
。﹈

二

変
更
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
計
画
が
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
計
算
に
よ
っ
て
説
明
し
た
書

類
そ
の
他
の
当
該
申
請
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
計
画
が
技
術
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書

類

一

変
更
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
が
設
計
及
び
工
事
の
方
法
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

を
計
算
に
よ
っ
て
説
明
し
た
書
類
そ
の
他
の
当
該
申
請
に
係
る
設
計
及
び
工
事
の
方
法
が
設
計
及
び
工
事
の

方
法
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

﹇
号
を
削
る
。﹈

二

変
更
に
係
る
設
計
及
び
工
事
に
係
る
品
質
管
理
の
方
法
等
が
法
第
四
十
三
条
の
八
第
三
項
第
三
号
の
技
術

上
の
基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
書
類

３

﹇
略
﹈

３

﹇
同
上
﹈

（
設
計
及
び
工
事
の
計
画
に
係
る
軽
微
な
変
更
の
届
出
）

（
設
計
及
び
工
事
の
方
法
に
係
る
軽
微
な
変
更
）

第
六
条

法
第
四
十
三
条
の
八
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
届
出
書
を
原
子
力
規
制
委
員
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

変
更
に
係
る
使
用
済
燃
料
貯
蔵
施
設
の
概
要

第
六
条

法
第
四
十
三
条
の
八
第
二
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更

は
、
設
備
又
は
機
器
の
配
置
の
変
更
で
あ
っ
て
、
同
条
第
一
項
の
認
可
又
は
同
条
第
二
項
の
変
更
の
認
可
に
係

る
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
放
射
線
遮
蔽
物
の
側
壁
に
お
け
る
線
量
の
値
を
大
き
く
し
な
い
も
の
そ
の
他
使
用
済

燃
料
貯
蔵
施
設
の
保
全
上
支
障
の
な
い
変
更
と
す
る
。

三

法
第
四
十
三
条
の
八
第
一
項
又
は
第
二
項
の
認
可
年
月
日
及
び
認
可
番
号

四

変
更
の
内
容

五

変
更
の
理
由

２

前
項
の
届
出
書
の
提
出
部
数
は
、
正
本
一
通
と
す
る
。

（
使
用
前
事
業
者
検
査
の
実
施
）

第
六
条
の
二

使
用
前
事
業
者
検
査
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

構
造
、
強
度
及
び
漏
え
い
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

二

機
能
及
び
性
能
を
確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

三

そ
の
他
設
置
又
は
変
更
の
工
事
が
そ
の
設
計
及
び
工
事
の
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
に
十
分
な
方
法

２

使
用
前
事
業
者
検
査
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
検
査
の
時
期
、
対
象
、
方
法
そ
の
他
必
要
な

事
項
を
定
め
た
検
査
実
施
要
領
書
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
前
事
業
者
検
査
の
記
録
）

第
六
条
の
三

使
用
前
事
業
者
検
査
の
結
果
の
記
録
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

一

検
査
年
月
日

二

検
査
の
対
象

三

検
査
の
方
法

四

検
査
の
結
果

五

検
査
を
行
っ
た
者
の
氏
名

六

検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

七

検
査
の
実
施
に
係
る
組
織

八

検
査
の
実
施
に
係
る
工
程
管
理

九

検
査
に
お
い
て
役
務
を
供
給
し
た
事
業
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
者
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十

検
査
記
録
の
管
理
に
関
す
る
事
項

十
一

検
査
に
係
る
教
育
訓
練
に
関
す
る
事
項

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報 


		2020-03-16T14:59:03+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




